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少し足踏みしちゃったけど、 

大丈夫だよ。 
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書のススメ。 
先生方に、お薦めの本や思い出の本、 

読書に関するいろいろなエピソードなどを 

語っていただきます！（敬称略） 

Book Title: Becoming Me 

Author: Michelle Obama 

Summary written by: Aika May Talavera 

 

Prior to becoming the first lady of the United States 

from 2009 to 2017, Michelle LaVaughn Robinson Obama 

had already many accomplishments. With the support of 

her family, Michelle excelled at school. She attended 

Whitney M. Young High School, university at Princeton 

and got a law degree from Harvard. After graduating from 

Harvard she worked at the Chicago office of the law firm 

Sidley & Austin where she met Barack Obama. In her 

memoir, Michelle shared her experience of being unhappy 

with her job which then made her realize that the approval 

she was seeking from the world was not important to her. 

Michelle changed her job and began working for Public 

Allies where she helped young people find work in nonprofit 

companies. This book gives us an insight at the values, and 

foundation of what Michelle LaVaughn Robinson was prior 

to becoming Michelle LaVaughn Robinson Obama, the 

United States of America’s 44th first Lady.  
 

Becoming  Michelle Obama 2020/3 
近日購入予定 

 

―読書のススメ。― 
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横
山
秀
夫 

『
出
口
の
な
い
海
』 

地
歴
公
民
科
：
川
上
達
也 

 

こ
れ
は
私
が
大
学
生
の
時
に
読
ん

だ
中
で
一
番
感
動
し
た
本
で
す
。
最

後
は
泣
き
な
が
ら
読
ん
だ
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
本
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

受
験
勉
強
で
し
た
。 

小
説
問
題
に
触
れ
て
い
く
中
で
昭

和
の
戦
争
が
人
々
の
行
動
や
価
値
観

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
感
じ
、

私
は
戦
争
文
学
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

人
々
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
そ
の

時
代
を
生
き
た
の
か
と
い
う
興
味
に

加
え
、
悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
作
家
が
魂
を
込
め

て
書
い
た
反
戦
の
文
学
に
は
触
れ
て

お
か
な
け
れ
ば
と
い
う
ち
ょ
っ
と
し

た
使
命
感
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て

い
た
当
時
の
私
は
、
大
学
生
に
な
っ

て
か
ら
意
識
的
に
戦
争
文
学
を
選
ん

で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
題
名
と
内
容
紹
介
に
惹

か
れ
て
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
本
が
こ

の
『
出
口
の
な
い
海
』
で
す
。 

か
つ
て
甲
子
園
優
勝
投
手
だ
っ
た

主
人
公
の
並
木
浩
二
は
、
ヒ
ジ
を
故

障
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
大
学
野
球

を
棒
に
振
っ
て
い
ま
し
た
が
、
諦
め

ず
に
復
活
を
目
指
し
て
ひ
た
む
き
に

練
習
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、

ア
メ
リ
カ
発
祥
の
野
球
が
周
り
か
ら

忌
み
嫌
わ
れ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
中

に
も
入
隊
す
る
者
が
出
て
き
ま
す
。

そ
の
波
に
の
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
並

木
が
入
っ
た
海
軍
で
目
に
し
た
も
の

は
、
敵
艦
に
突
っ
込
む
魚
雷
型
の
特

攻
兵
器
「
回
天
」
で
し
た
。
発
射
と
同

時
に
死
が
待
ち
受
け
る
こ
の
作
戦
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
常
に
死
と
隣
り

合
わ
せ
の
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

並
木
の
生
き
る
こ
と
に
対
す
る
執
着

と
諦
め
の
感
情
が
よ
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。 

こ
れ
は
実
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

特
攻
作
戦
が
大
戦
末
期
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
今
ま
で
当

た
り
前
だ
っ
た
は
ず
の
生
活
が
奪
わ

れ
、
人
生
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
登
場

人
物
を
描
い
て
い
る
こ
の
小
説
は
、

私
た
ち
の
前
に
い
つ
も
存
在
し
て
い

る
も
の
が
実
は
と
て
も
貴
重
な
も
の

な
の
だ
と
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ

ま
す
。
題
名
の
『
出
口
の
な
い
海
』
に

込
め
ら
れ
た
意
味
と
は
何
か
。
最
後

に
並
木
が
出
し
た
答
え
と
は
何
だ
っ

た
の
か
。
命
の
重
み
と
は
何
か
。
読

み
な
が
ら
色
々
な
こ
と
を
考
え
、
感

じ
ら
れ
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
読
ん

で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。 

 
 

『出口のない海』 

横山秀夫/著 913.6/Y 

 

 

 

『奇跡のプレイボール』 
大社充/著 783.7/Ｏ 

 『回天』 
伊藤桂一/著 913.6/Ｉ 

 

―読書のススメ。― 

ついでに
おすすめ 
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四
月
か
ら
新
し
く 

着
任
さ
れ
た
先
生
方
に
、 

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

  

① 

お
名
前 

② 

教
科 

③ 

本
に
つ
い
て
（
好
き
な
本
・
お

す
す
め
の
本
な
ど
） 

④ 

趣
味 

⑤ 

生
徒
に
ひ
と
こ
と 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

① 

太
田 

ゆ
い
の 

② 

国
語 

③ 

お
す
す
め
の
本 

『
四
畳
半
神
話
大
系
』 

『
有
頂
天
家
族
』 

森
見
登
美
彦 

森
見
作
品
は
言
葉
の
使
い
方
、

言
い
回
し
が
独
特
で
勉
強
に
な

り
ま
す
。
世
界
観
も
斬
新
で
、

是
非
読
ん
で
欲
し
い
作
家
さ
ん

で
す
。 

➃ 

競
技
か
る
た
、
何
も
考
え
ず
寝

続
け
る
こ
と 

⑤ 

皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
お
話
し
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
し
て
い
ま

す
！ 

        

① 

吉
田 

雅
弘 

② 

数
学 

③ 

『
梅
干
と
日
本
刀
』 

 
 

樋
口
清
之 

著
（
祥
伝
社
新
書
） 

日
本
人
の
知
恵
や
発
明
、
工
夫

が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

➃ 

車
、
ス
キ
ー 

⑤ 

み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

             

       

① 

松
村 

晋
一
郎 

② 

地
歴
公
民 

③ 

お
す
す
め
の
本 

『
凍
り
の
く
じ
ら
』
著 

辻
村 

深
月 

こ
の
本
に
は
み
ん
な
大
好
き
ド

ラ
え
も
ん
が
登
場
し
ま
す
。

「
ド
ラ
え
も
ん
っ
て 

い
っ
た

い
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
思
っ

た
方
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。 

➃ 

映
画
鑑
賞
、
写
真
、 

ラ
ン
ニ
ン
グ 

⑤ 

読
書
は
人
生
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
１

日
10

分
の
読
書
で
も
習
慣
づ
け

る
と
よ
い
で
す
。 

『四畳半神話大系』 
森見登美彦/著 

913.6/M 

『有頂天家族』 
森見登美彦/著 

913.6/M 

『梅干と日本刀』 
樋口清之/著 

『凍りのくじら』 
辻村深月/著 

913.6/T 

 

図書室 

にあり 

図書室 

にあり 

図書室 

にあり 

購入予定！ 

―新しい先生方のご紹介― 
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① 

杉
町 

由
貴 

② 

英
語 

③ 
最
近
読
ん
だ
本
の
中
か
ら 

『
こ
ど
も
六
法
』（
弘
文
堂
）
を

お
す
す
め
し
ま
す
。 

「
法
律
」
と
聞
く
と
「
難
し
そ

う
」
「
細
か
く
て
よ
く
分
か
ら

な
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
本
は
そ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
を
一
新
し
て
く
れ
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
法
律
は

自
分
や
自
分
の
大
切
な
人
を
守

る
盾
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
る
一
冊
で
す
。
か
わ

い
い
イ
ラ
ス
ト
や
身
近
な
例
え

で
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
ぜ

ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
。 

➃ 

カ
メ
ラ
・
旅
行
・
観
劇
・
文

具
集
め
な
ど
。 

⑤ 

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
ど
ん
な

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
お

話
し
し
て
、
も
っ
と
学
校
や

皆
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

    

① 

江
口 

貴
美
香 

② 
理
科 

③ 
『
星
の
王
子
さ
ま
』 

➃ 

テ
ニ
ス 

⑤ 

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

小
野 

直
子 

② 

英
語 

③ 

高
校
生
の
時
、
色
々
辛
い
事
が

あ
っ
た
け
ど
、
本
を
読
む
事
で

乗
り
越
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
ヘ
ル
マ

ン
・
ヘ
ッ
セ
が
好
き
で
し
た
。 

➃ 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

⑤ 

本
は
時
空
を
超
え
て
私
た
ち
に

様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
感
性
の
豊
か
な
中
学
・
高

校
生
の
時
に
受
け
た
感
動
は
心

の
奥
底
に
一
生
輝
き
続
け
る
と

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

『こども六法』 
山崎聡一郎/著 

320/Y 

 

『星の王子さま』 
サン=テグジュペリ/著 

953/S 

 

『罪と罰』 
ドストエフスキー/著 

983/D 

 

『車輪の下』 
ヘルマン・ヘッセ/著 

943/H 

他にも… 
ドストエフスキーの著作
には『カラマーゾフの兄
弟』ヘルマン・ヘッセの
著作には『車輪の下』
などがあります。 

図書室 

にあり 

図書室 

にあり 

図書室 

にあり 
図書室 

にあり 

図書室 

にあり 

―新しい先生方のご紹介― 
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■貸出中の本は予約を受け付けます。図書室にない本は、リクエストをしてください。 
申し込み用紙はカウンターにあります！ 

『古い絵本の物語』 
寺村摩耶子/著 

019.5/T 

 

『在野研究ビギナーズ 
勝手に始める研究生活』 

荒木雄太/著 
002/A 

『本の索引の作り方』 
藤田節子/著 

007.5/H 

『るるぶ』 
奄美 屋久島 種子島 
鹿児島 指宿 霧島 他 

291/R 

『Think Smart』 
ロルフ・ドベリ/著 

141.5/D 

『プサン 2020』
テラチッタ 
292.1/P 

『居るのはつらいよ ケアと 
セラピーについての覚書』 

東畑開人/著 
146.8/T 

『歴史とは靴である 
17 歳の特別教室』 
磯田道史/著 
201.04/I 

『世界のニュースを日
本人は何も知らない』 
谷本真由美/著 

304/T 

『移民と日本社会 データ
で読み解く実態と将来』 
永吉季久子/著 

334.4/Ｎ 

『心の傷を癒すということ』
安克昌/著 
493.7/Ａ 

『「地図感覚」から都市を読み 
解く 新しい地図の読み方』 

今和泉隆行/著 
448.9/Ｉ 

『極上ずぼら飯』 

だれウマ/著 

596/Ｄ 

『笑っている場合かヒゲ 
水曜どうでしょう的思考』

1．2 
藤村忠寿/著 

699.6/H 

 

『ドラム・スティッ
クコントロール』
森谷亮太/著 
763.8/Ｍ 

『もっと音楽が好
きになる 上達
の基本』シリーズ

763 

紹介したのは、ほんの一部。 

4月より259冊の本が入りました！ 

もちろん小説もいっぱい！ぜひ足を

運んで、ページをめくってみて！！ 

―新着案内― 

『ざんねんな万葉集』
岡本梨奈/著 
911.1/Ｏ 
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芥川龍之介 7/24 
いろいろあるが「河童忌」 
著作『河童』から名付け 
られた。 

 

森鷗外 7/9 
「鷗外忌」 
そのまま…。 

 

太宰治 6/19 
「桜桃忌」 
太宰の作品『桜桃』にち

なんで名づけられた。 

正岡子規 9/19 
いくつかあるが「獺祭忌」。 

子規とはホトトギスのこと。
獺祭とはカワウソのこと。 

夏目漱石 12/9 

「漱石忌」 
言わずと知れた漱石。
文学忌もそのままで
した。 

文
学
忌
っ
て
な
に
? 

 
文学忌 (ぶんがくき) とは…、 

 

作家の命日などを、代表作等にちな

んで名づけ しのぶ日。 

なるほどと思える命名も多く、この

機会に、お墓やゆかりのある場所を

Google マップで調べて、バーチャル

で訪れてみたり、紹介した以外の作

品を読んでみたりするのはいかがで

しょう。 

 

芥川メモ 
『羅生門』、『鼻』、『芋粥』 

『蜘蛛の糸』などが有名。 

子規メモ 
漱石とも親交があった。

俳句、短歌のみならず、

随筆でも優れた作品を

残す。 

なぞなぞ答え ①ドナルド・キーン / ②井上ひさし / ③梶井基次郎 

漱石メモ 
熊本で教職につくなど

九州にも縁がある。 

『吾輩は猫である』、『坊

ちゃん』、『三四郎』な

ど著名な作品多数。 

千円札の人。 

 

太宰メモ 
6/19 は太宰の誕生日。 
この日、遺体が発見された。 

実際の命日は 6/13. 
作品に『人間失格』、『走れメ
ロス』、『斜陽』などがある。 

映画でも、描かれることが多
く、いろいろな俳優が演じて
いる。 

鷗外メモ 
子どもの名前が独特。 

（今でいう、キラキラネーム !?） 

小倉に旧居が保存されている。 

代表作は、『舞姫』、『高瀬舟』、

『山椒大夫』など多数。 

 

―「文学忌」ってなに？― 
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■ 編集後記（図書室のひとりごと） ■  
 

朝早く、水仙の丘を登ってくる制服姿。グランドを走っている朝練の子たち。 

休み時間の足音や歓声。学校から消えたもの。 

普通ってすごい。当たり前と思っていたことが、当たり前ではなくなった今。 

普通の日常が懐かしく、恋しくてたまりません。 

今回は、図書部部員の文章はお休みです。次号、どんな文章を寄せてくれるか楽しみです。 

通常の登校が始まったら、皆さん図書室にいっぱい足を運んでくださいね。 

お待ちしています。 
 
最後に、お忙しい中、ご協力いただいた先生方、どうもありがとうございました。 

 

その 1 

図書室の本の返却 

中学 2・3、高校 2・3 年生で図書室の本を借りたままの人

は、通常登校になってからでいいので、必ず返すようにして

ください。また、“なぜか発見した！”、“利用する教室に放置

してあるような…”図書室の本を見つけた人！図書室カウン

ターまで届けていただけたらありがたいです。 

編集：中村学園女子中学校・高等学校 図書部  発行日：令和 2 年 5 月 22 日 

インフォメーション 

その 2 

図書部部員大募集！ 

読書交流会（三陽や、過去には東福岡高校などとも）、「ミモピア」（本誌）

の作成、読書週間の企画、文化祭のブックカフェ出店などワクワクする活動

が待っている！中学生や他の部活に入っている人も大歓迎。  

■活動日時：火曜日の昼休み  

気になる人は、図書室カウンターへお気軽にどうぞ！ 

図書室からの

お願い 

図書部から

のお知らせ 


